
じどうてこ

現存船は，すべて木造艇で， ガソリ γ機関か， デ ィ ー ゼノレ機 時隔 5 分とし、う高能率な輸送を目標としたため，地上に設けた

関を備えている。青森 ・ 函館の両港には連絡船が着岸のときだ 信号機を運転士が僻認 L ， 手でブ レーキをかけて速度を調節す

け綱取作業をする 骨 綱取艇があるが， これも自動艇として扱つ るとし、ぅ在来の方式で は次のような問題点が考えられる。

ている。 (1) 信号機を見誤 っ た場合の影響を考慮すると，運転保安に

昭和 40 . 4 現存してレる 白動艇の要 IJ は ， 官~表のとおりである。 対する要品!?が非常にきびしくなる。

じどうてこ 自動てこ (新幹線用) 停車場構内における (2) 運転速度が白山、か ら，信号機の縫認時分が短い。

列車進路の構成は，通常信号制御盤に設けられた信号て こによ (3) ブレーキ~E嫌が長レカーら ， 信号機の見通しの範凶内では

り 行な っ ているが， 列車集中市l御方式 (C. T.C.) を行なう場合， 列車の速度が制御で き な L 、。

l 人の故者が数箇所の停車場における進路の構成を受け持つこ (4) プレ ーキ距雌， 1I年陥の関係で，信号現示種別および建値

とになる。したがって，こ の進路の構成を自動的に行なえるよ 本数が多 くなる 。

うにすれば，進路構成における誤扱レおよび失念の機会を減じ (5) したが っ て述転 l の多大なiJ立力，述統した緊張が必要

*保安l支を向上させることができるとともに，信号てこ扱いの となり誤 りをう:じやすレ。

注意力および労力を軽減して，本来の指令業務に専念させるこ これら宥ー挙に解決する ため A. T.C. 袋慣が開発された。 そ

とがで きる。 の作用は次のとお りで あ る。

新幹線においては列車種別j(趨特之R ・特急 ・ l旦l送の 3 種類)ご (1) 先行列車との t: ij隔および進路の条件に応じて軌道阿路に

とに特定の周波数を発信する発信誌を列車自体に持たせ，その 信号電流を流す。

列車種別に応じ，列車自身で自動的に進路を構成する*自動進 (2) 電車に取 り f.jけた受電球でその信号を受信する。

路設定装置を設け， その操作を行なうてこを*自動てこと称 し (3) 電車の輸制iに取り付けた速度発電機によって列車の速度

てい る。 を読み取る。

自動てこは C. T.C. 1tIJ御盤および各停車場制御量産に設け ら (4) 信 号と速度とを比較 して 自動的にプレ キを作用させる。

れ， C. T.C. 扱いにおレても駅扱いにおいても進路の自動，没定 2 信号 の意味 と 制御

ができるよう考えられてレる。 信号の種別は， r1j JIl に"十符する最高運転速度をそのままJIlI，、

自動進路設定装置問線機成図 て表わされる。その 級別， ri'f 存運転速度および意味を安一l に

長ぶJLム」ーザ ~:.~こ込ー
ト fj!\」7

E
 各停車場般外ブfの A. T.C. 場内進路外方 3 閉そく l互開い接

近予報医院! と いう 。)始端に列車選別l地上子が設けられ，車上よ

り送信される列車選別信号(超特急 94 kc，特，包 100 kc, 1"1送

106 kc) を常に受信 L，列車選別蓄積総へ送信している。その

内容は受信順!干に蓄積継電器回路に記憶されている。自動てこ

を自動の位慨にすると，記憶した内容よ り 順次継11.t慌のてこ反

応継電器tをこう (mJ: させ， 関係進路を諮積された順序に自動

的に設定する。

自動設定される進路は，原則と して A. T.C. の場内進路およ

び本線(通過線) の出発進路であって，副本線の出発進路は手動

設定される。自動設定される進路が， 自動設定される以前に，

自動設定されなし、副本線/11 発を倣うと，当該進路は俊先設定す

ることができる。

自動て こは， I~I 動設定される進路てこがすべて定位にあると

きで，関係進路に列車または車両がない場合に反位 とし，自 1)]

扱いに移行する こ とができる。(原田良 ・)

じどうれ っ し伊せいぎよそうち 自動列車制御装置 (新

幹線の) (英) automatic train control system 自動r1j Jfc l例御

装置 (A.T. C. 装置)は東海道新幹線の運転保安の桜幹であっ

て， 新幹線運転取扱心得には次の ように定義してある。 LA. T. 

C. とは，先行列車との間隔及び進路の条例によ っ て，市ー|付に列

車の許容退!転速度を示す信号を連続 して現示 し，その信号税不

に従って， 自動作用によ り 列車の速度を制御する機能を持った

装債をし 、う 。 1

1 A. T. C. ~宅置の必要性

東海道新幹線では，列車の段高運転速度 210km/h，最少運転

示す。

表ーl 信号の績別および意味

「夜'?;.電ljI の|信号の種目IJ 'tf.: ，.tr-'w~ _J!~.. ~" ~ 
I . i'I' "i!運転速度 l 官 味

210 i,,\ \~. 210kmlh 以卜 l 般市運転速度。

160 信 り I 160kmlh 以ド 巡皮逓減.曲線の制限.

110 伯 り Il0km / h 以 j-' i 曲線の制限，

70 信 号 70kmlh 以下 停車場進人列車の速度逓減.
分岐iH持曲線ま たは徐行運転の制限.

30 信 号 I 30kmlh 以 ト この A . T. C 進路の終端に停止せよ.

0, I 停止， たど し I 停車場開で列中のある A. T.C 進
! 停 1 1 後備 It:t扱 ， 路に接近した.
レすれば 30 i その A. T. C. 進路には，同íj方に列車

停 1 1 信号 ， 0, ' 0:. ~~ vv  1 I v , km/h 以 ド がある .

』← 1 場内または出発進路の外方で. 7"IJll' 
0, P'jll... ー | の j晶君主を防止するι 一一一一

列車の速度別. fえ労 組別íJlj A.T.C. プレ ーキの縁類は ， 表ー2

のとおり である。
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un 0印は常}日ブレーキ ⑥印は:)1 常プレーキ

この表によって H1t.こブ レーキ指令は， 列車の迷度が低下して，

プレーキが作用しない速度段階になると 自動的に解けるように

なっている。ただ し，次の場合は，確認扱いを しない と解けな

L 、 ようにな っ てし、る。
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